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抄録

脆弱性骨折は， 一度骨折を起こすと二次骨折（以下再骨折） を起こすリスクが高まるが， その原因につ

いて明確ではない。一度骨折した患者が再骨折する事例が当院でも多いが， 数値としては手術症例のみで

ある。再骨折はADL低下 ・廃用の進行 ・経済的負担の増大 • 生命予後の低下などにつながるため， 再骨

折の要因分析から介入が必要な対象を把握したいと考えた。勉強会や骨粗慰症外来の開設をした際に説得

カのある指導に繋がることを期待したい。
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背 景 結 果

骨粗懸症はWHOにより， 「低骨量と骨組織の微細

構造の異常を特徴とし， 骨の脆弱性が増大する疾患で

ある」 と定義されている。骨粗慰症とは， 骨折リスク

が増大した状態であり， 骨粗尉症を要因とする脆弱性

骨折は， 一度骨折を起こすと再骨折を起こすリスクが

高まることが分かっている。当院で脆弱性骨折患者の

再骨折に対する調査はされていない。そこで， 再骨折

を起こした患者の デ ー タをもとに， その要因を明らか

にしようと考えた。

目 的

再骨折を引き起こした患者の要因を明らかにする。

また， 今回の結果を骨粗懸症予防指導の埜礎資料とす

る。

方

法

2018年4月～2023年 9 月再骨折を起こし， 当院で治

療をした患者を70例ラン ダムに 抽 出 した。 FRAX

(fracture risk assessment tool) の項目を参考に，

再骨折の要因と考えられる項目を挙 げ， カルテから情

報収集を行い， その集計をもとに考察を行った。

倫理的配慮

臨床研究倫理審査委員会で審査 ・承認を得た。患者

の個人情報を匿名加工し， 患者が特定されないよう配

慮した。当院の ホ ームペ ー ジ上に研究についてオ プト

アウトを掲載し， 拒否する機会を保証した。

女性が61名(87.1%), 男性が 9 名(12.8%) であっ

た。再骨折時の平均年齢は80.9歳であり， 年齢別内訳

では， 65歳未満は4名 (5.7%), 65歳～74歳は12名

(17.1%), 75歳以上は54名 (77.1%) であり， 75歳以

上の後期高齢者が最も多かった（図1)。

その他の項目では， 認知症患者11名 (15.7%), ス

テロイド使用者8名 （11.4%), 骨粗慰症治療中の患者

32名 (54.3％）， 喫煙歴あり19名 （7.1%), 独居 24名

(34.3%) であった。

ADLを確認したところ， 移動手段では， 自立20名

(28.6%), 補助具 使用43名 (61.4%), 護送や寝たき

り7名 （10%), 介護保険の認定状況は， 要支援1～要

介護1は25名(35.7%) ・要介護 2～要介護 5 は23名

(32.9%) ・未 申 請あるいは 申 請中は22名 (31.4%)

であった（図 2, 3)。

考 察

性別として， 圧倒的に女性が多く， 次に年齢で75歳

以上が多いこと， さらに移動手段として， 補助具 を使

用している人の再骨折が多いことから， これらについ

ては， 再骨折を引き起こすリスクが高い要因であるこ

とが考えられる。さらに詳細に分析するためには， 2 

群（脆弱性骨折後の再骨折群と再骨折していない群）

での比較により検証していくことが必要である。
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結 論
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65歳未満

84, 3 % ( 5 9 名 ）

72 ,9% ( 5 1 名 ）

6 5 , 7% (46 名 ）
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後期高齢者 の 女性 ・ 補助具 の 使用 は ， 特 に 再骨折 の

リ ス ク が高 い こ と を 踏 ま え ， 再骨折予 防へ の 介入 が求

め ら れ る 。
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